






































































提  出  者 泉田邦彦 
論文審査担当者 
（主査）教授  柳原敏昭 
教授  安達宏昭 
教授 堀 裕 
准教授 籠橋俊光
准教授 引野亨輔 






第 1 部は、常陸国の佐竹氏・江戸氏・小野崎氏に焦点を当てた 4 つの章と 2 つの補論から構成され






第 2 部は、陸奥国南部の岩城氏に焦点を当てた 4 つの章と 1 つの補論から成る。岩城氏の惣領の系
譜についての従来の誤解をただした上で、4 章を通じて、15 世紀後半以降、岩城氏が岩城一郡を超え
て周辺郡荘をも支配する領域権力となり、その過程で郡も旧来のものから変質を遂げ、岩城氏がその
郡を統べる郡主と概念化される存在となったこと、その段階の同氏の「洞」が血縁関係・擬制的血縁
関係を媒介とした同族意識の下、旗下領主を緩やかに権力の一端に編成したものとなっていたことを
主張する。さらに岩城氏が、在地を基盤とした一族・給人層を通じて村落と民衆に対する領域支配を
実現していたこと、非常時に彼らを動員するための論理を案出していたことを明らかにする。補論で
は、上記の成果が、近隣の相馬氏にも適用可能であることを述べる。
終章では、本論文の成果を総括し、北関東と南奥羽の共通性と差違について整理する。
本論文は、基礎作業として史料を博捜し、中世史研究では困難な新史料の発掘を行うとともに、周
知の史料についても精緻な批判を行っている。その上で、室町・戦国期を通観し、支配や権力の構造
の変化をとらえ、各時代固有の領主支配および領主結合のあり方を析出した。このことにより、「洞」
ひいては当該期の東国領主研究を進展させた。斯学の発展に寄与すること大であり、論文提出者は、
博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
